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設立

株主

代表者

本店所在地

従業員数

1992年７月１日

日本原燃サ－ビス株式会社（1980年３月１

日設立）と日本原燃産業株式会社（1985年

３月１日設立）が合併し、発足

全国９電力会社、日本原子力発電㈱
その他74社

代表取締役社長 社長執行役員 増田尚宏

〒030-3212 青森県上北郡六ヶ所村大字
尾駮字沖付4番地108

℡ 0175-71-2000（代表）

3,075名（2023年４月１日現在）

六ヶ所再処理工場

私たちは、原子燃料サイクルを確立し

新たなエネルギーを生み出して
未来を切り開く

資本金 4,000億円

主な業務

・ウランの濃縮
・原子力発電所等から生ずる使用済燃料

の再処理
・海外再処理に伴う回収燃料物質および

廃棄物の一時保管
・低レベル放射性廃棄物の埋設
・混合酸化物燃料の製造
・ウラン、低レベル放射性廃棄物および

使用済燃料等の輸送
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設立 2019年２月１日

資本金 1,000万円（日本原燃㈱100％出資の子会社）

代表者 代表取締役社長 相馬 孝行

本店所在地

〒030-0801 青森県青森市新町二丁目２番11号

東奥日報新町ビル４階
℡ 017-762-7724 

主な業務
文書電子化、文書廃棄、清掃、パソコンデータ

消去、印刷、郵便物集配・配送等

東奥日報新町ビル

従業員数 26名（2023年10月１日現在）
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沿革03
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2019年２月１日 日本原燃㈱100％出資により設立

2019年５月13日 日本原燃㈱の特例子会社に認定

2021年10月28日 令和３年度「あおもりキャリア教育応援企業」表彰

2021年11月18日 第19回青森県障害者技能競技大会（あおもりアビリンピック2021）

最優秀賞および優秀賞を受賞

2021年12月17日 第41回全国障害者技能競技大会（アビリンピック2021）へ出場

2022年３月28日 障害者雇用に関する優良な中小事業主に認定（厚生労働大臣認定）

2022年10月30日 第22回全国障害者スポーツ大会（ソフトボール投げ）

銀メダル獲得

2022年11月５日 第42回全国障害者技能競技大会（アビリンピック2022）出場

2022年11月28日 第20回青森県障害者技能競技会（あおもりアビリンピック2022）

最優秀賞および優秀賞受賞
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常 勤社 長

業務部

業務課

部長１名（職場適応援助者）

副部長１名（精神保健福祉士・職場適応援助者）

課長３名（うち職場適応援助者２名）

スタッフ18名（障がい者）（2023年10月１日現在）

・身体障がい ２名（11％）

・精神障がい ９名（50％）

・知的障がい ７名（39％）

平均年齢25.6歳 平均勤続年数２年０ヶ月

監査役

（非常勤）

副長３名

取締役
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文書電子化

パソコンとスキャナーを使って文書を電子

データに変換

清掃

執務室・会議室・応接室等の掃除機掛けテーブ

ル拭き・ほこり取り・ゴミ収集等

パソコンのデータ消去等

パソコンのハードディスクを専用の機械を

使って破壊し、データを消去

印刷

名刺・封筒・カレンダー等の印刷

事務補助

ウイルスチェック・ｅラーニング教材作成

郵便物集配・シュレッダー・事務用品補充

ファイルクリーニング・社内便封筒作成

封入封緘・ノベルティ袋詰め・アンケート入力等



第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

清掃作業分析の実施➀06

7

スタッフとの対話活動の中から「巡回は無くても良いのではないか？」

との意見が挙がった

スタッフの個性や能力、業務品質を確認することを目的として

指導員が巡回・観察を行い、必要に応じて指導を行っていた

スタッフの自立性・主体性を伸ばしていくことを目的として

巡回・観察以外の方法として２０２１年度から作業分析を開始

スタッフの声を吸い上げて巡回・観察を減らしたが特段問題は発生しなかった
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【清掃作業分析概要】
➀同一の清掃環境を設け、作業時間、手の動かし回数を計測
➁計１００点満点の項目で評価（清掃品質５０点・安全３０点・ふるまい２０点）

１回目の作業分析結果について個別フィードバック

２回目の作業分析

２回目の作業分析結果について個別フィードバック

改善事項・良好事例について全体フィードバック



区分 作業者 勤続

改善前

改善事項

改善後

比較

改善事項
評点

作業時間
手の動かし

回数

評点 作業時間 手の動かし回数 評点 作業時間 手の動かし回数 時間 ％ 回数

A

清掃品質 34 

03:21.20 74 

清掃品質

掃除機掛け 掛け漏れがある（いすの後ろ・その他）／いすをきちんとそろえていない

清掃品質 38 

04:07.76 58 

4 

00:46.56 -5:33 -16 

清掃品質

掃除機掛け 掛け漏れがある（手前・奥・いすの下・いすの後ろ）

テーブル拭
き

拭き漏れがある（テーブルの側面）
テーブル拭
き

安 全 24 安 全
掃除機をもってドアから出る際、左右の確認がない／挨拶に気を取られ、カートを壁にぶつ
ける／お客様とすれ違う際に立ち止まっていない

安 全 30 6 安 全

ふるまい 20 ふるまい ふるまい 20 0 ふるまい

計 78 そ の 他 計 88 10 そ の 他

B

清掃品質 32 

05:23.98 90 

清掃品質

掃除機掛け 同じ所を掛けている／いすをきちんとそろえていない

清掃品質 40 

05:04.22 76 

8 

-00:19.76 1:27 -14 

清掃品質

掃除機掛け 掛け漏れがある（手前・奥）

テーブル拭
き

拭き漏れがある（テーブルの側面）／スーツに触れた
テーブル拭
き

安 全 24 安 全
ドアの閉め忘れ／お客様とすれ違う際に立ち止まっていない／ドアノブを最後までつかんで
いない

安 全 28 4 安 全 ドア開閉時の左右確認ができていない

ふるまい 18 ふるまい ふるまい 20 2 ふるまい

計 74 そ の 他 一つひとつの動作がゆっくりのため時間がかかりすぎている 計 88 14 そ の 他

C

清掃品質 47 

02:17.91 55 

清掃品質

掃除機掛け 掛け漏れがある（いすの下）

清掃品質 47 

02:37.47 55 

0 

00:19.56 -3:24 0 

清掃品質

掃除機掛け 掛け漏れがある（手前・奥・いすの下・いすの後ろ・机の下）

テーブル拭
き

テーブル拭
き

安 全 24 安 全 ドアノブを最後までつかんでいない 安 全 30 6 安 全

ふるまい 20 ふるまい ふるまい 20 0 ふるまい

計 91 そ の 他 計 97 6 そ の 他

D

清掃品質 37 

04:36.13 83 

清掃品質

掃除機掛け 同じ所を掛けている

清掃品質 47 

03:15.55 46 

10 

-01:20.58 7:00 -37 

清掃品質

掃除機掛け

テーブル拭
き

同じ所を拭いている／タオルがスーツに触れた
テーブル拭
き

安 全 24 安 全 ドアノブを最後までつかんでいない 安 全 30 6 安 全

ふるまい 20 ふるまい ふるまい 20 0 ふるまい

計 81 そ の 他 計 97 16 そ の 他

E

清掃品質 46 

02:46.53 59 

清掃品質

掃除機掛け

清掃品質 50 

02:41.95 56 

4 

-00:04.58 0:39 -3 

清掃品質

掃除機掛け

テーブル拭
き

拭き漏れがある（テーブルの側面）／タオルを手前に引いていない
テーブル拭
き

安 全 30 安 全 安 全 30 0 安 全

ふるまい 20 ふるまい ふるまい 20 0 ふるまい

計 96 そ の 他 計 100 4 そ の 他

F

清掃品質 38 

03:47.42 58 

清掃品質

掃除機掛け 掛け漏れがある（自分の足元・いすの後方）

清掃品質 45 

03:17.61 49 

7 

-00:29.81 3:08 -9 

清掃品質

掃除機掛け 掛け漏れがある（手前・奥）

テーブル拭
き

拭き漏れがある（テーブルの側面）
テーブル拭
き

安 全 25 安 全 安 全 30 5 安 全

ふるまい 20 ふるまい ふるまい 20 0 ふるまい

計 83 そ の 他 計 95 12 そ の 他

G

清掃品質 42 

03:35.52 74 

清掃品質

掃除機掛け 掛け漏れがある（いすの後ろ）／動きが小さい

清掃品質 47 

03:29.69 53 

5 

-00:05.83 0:38 -21 

清掃品質

掃除機掛け

テーブル拭
き

拭き漏れがある（テーブルの表面）／拭き始める場所が手順書と異なる
テーブル拭
き

安 全 27 安 全
ドアノブを最後までつかんでいない／左右確認の前に体が出ている／お客様とすれ違う際に
立ち止まっていない

安 全 30 3 安 全

ふるまい 20 ふるまい ふるまい 20 0 ふるまい

計 89 そ の 他 計 97 8 そ の 他

H

清掃品質 35 

04:24.09 72 

清掃品質

掃除機掛け

清掃品質 45 

03:49.39 49 

10 

-00:34.70 3:09 -23 

清掃品質

掃除機掛け

テーブル拭
き

拭き漏れがある（テーブルの表面）／タオルを手前に引いていない／拭き始める場所が手順
書と異なる／ウエストポーチに道具をしまうのがスムーズでない／タオルをお客さまのテー
ブル・いすの肘掛けに置いた

テーブル拭
き

安 全 23 安 全 ドアを出る際に左右の確認をしていない／カートを出す際に廊下を塞いでしまった 安 全 30 7 安 全

ふるまい 20 ふるまい ふるまい 20 0 ふるまい

計 78 そ の 他 計 95 17 そ の 他

I

清掃品質 45 

02:40.06 96 

清掃品質

掃除機掛け 掛け漏れがある（いすの下）

清掃品質 47 

02:58.49 58 

2 

00:18.43 -2:45 -38 

清掃品質

掃除機掛け

テーブル拭
き

同じ所を拭いている／いすをきちんとそろえていない
テーブル拭
き

安 全 21 安 全
ドアノブを最後までつかんでいない／カートを出す際、左右の確認をしていない／お客様と
すれ違う際に立ち止まっていない

安 全 30 9 安 全

ふるまい 20 ふるまい ふるまい 20 0 ふるまい

計 86 そ の 他 計 97 11 そ の 他
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区分 作業者 勤続

改善前

改善事項

改善後

比較

改善事項
評点

作業時間
手の動かし

回数

評点 作業時間 手の動かし回数 評点 作業時間 手の動かし回数 時間 ％ 回数

A

清掃品質 34 

03:21.20 74 

清掃品質

掃除機掛け 掛け漏れがある（いすの後ろ・その他）／いすをきちんとそろえていない

清掃品質 38 

04:07.76 58 

4 

00:46.56 -5:33 -16 

清掃品質

掃除機掛け 掛け漏れがある（手前・奥・いすの下・いすの後ろ）

テーブル拭
き

拭き漏れがある（テーブルの側面）
テーブル拭
き

安 全 24 安 全
掃除機をもってドアから出る際、左右の確認がない／挨拶に気を取られ、カートを壁にぶつ
ける／お客様とすれ違う際に立ち止まっていない

安 全 30 6 安 全

ふるまい 20 ふるまい ふるまい 20 0 ふるまい

計 78 そ の 他 計 88 10 そ の 他

B

清掃品質 32 

05:23.98 90 

清掃品質

掃除機掛け 同じ所を掛けている／いすをきちんとそろえていない

清掃品質 40 
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8 
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清掃品質

掃除機掛け 掛け漏れがある（手前・奥）

テーブル拭
き

拭き漏れがある（テーブルの側面）／スーツに触れた
テーブル拭
き

安 全 24 安 全
ドアの閉め忘れ／お客様とすれ違う際に立ち止まっていない／ドアノブを最後までつかんで
いない

安 全 28 4 安 全 ドア開閉時の左右確認ができていない

ふるまい 18 ふるまい ふるまい 20 2 ふるまい

計 74 そ の 他 一つひとつの動作がゆっくりのため時間がかかりすぎている 計 88 14 そ の 他

C

清掃品質 47 

02:17.91 55 

清掃品質
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掃除機掛け 掛け漏れがある（手前・奥・いすの下・いすの後ろ・机の下）

テーブル拭
き

テーブル拭
き

安 全 24 安 全 ドアノブを最後までつかんでいない 安 全 30 6 安 全

ふるまい 20 ふるまい ふるまい 20 0 ふるまい

計 91 そ の 他 計 97 6 そ の 他

D

清掃品質 37 

04:36.13 83 
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清掃品質

掃除機掛け

テーブル拭
き

拭き漏れがある（テーブルの側面）／タオルを手前に引いていない
テーブル拭
き

安 全 30 安 全 安 全 30 0 安 全

ふるまい 20 ふるまい ふるまい 20 0 ふるまい

計 96 そ の 他 計 100 4 そ の 他

F
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清掃品質 45 

03:17.61 49 

7 

-00:29.81 3:08 -9 
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テーブル拭
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安 全 25 安 全 安 全 30 5 安 全
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計 83 そ の 他 計 95 12 そ の 他
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掃除機掛け

テーブル拭
き

拭き漏れがある（テーブルの表面）／拭き始める場所が手順書と異なる
テーブル拭
き

安 全 27 安 全
ドアノブを最後までつかんでいない／左右確認の前に体が出ている／お客様とすれ違う際に
立ち止まっていない

安 全 30 3 安 全

ふるまい 20 ふるまい ふるまい 20 0 ふるまい

計 89 そ の 他 計 97 8 そ の 他

H
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04:24.09 72 
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掃除機掛け

清掃品質 45 
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-00:34.70 3:09 -23 

清掃品質

掃除機掛け

テーブル拭
き

拭き漏れがある（テーブルの表面）／タオルを手前に引いていない／拭き始める場所が手順
書と異なる／ウエストポーチに道具をしまうのがスムーズでない／タオルをお客さまのテー
ブル・いすの肘掛けに置いた

テーブル拭
き

安 全 23 安 全 ドアを出る際に左右の確認をしていない／カートを出す際に廊下を塞いでしまった 安 全 30 7 安 全

ふるまい 20 ふるまい ふるまい 20 0 ふるまい

計 78 そ の 他 計 95 17 そ の 他

I

清掃品質 45 

02:40.06 96 
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掃除機掛け 掛け漏れがある（いすの下）
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00:18.43 -2:45 -38 

清掃品質

掃除機掛け

テーブル拭
き

同じ所を拭いている／いすをきちんとそろえていない
テーブル拭
き

安 全 21 安 全
ドアノブを最後までつかんでいない／カートを出す際、左右の確認をしていない／お客様と
すれ違う際に立ち止まっていない

安 全 30 9 安 全

ふるまい 20 ふるまい ふるまい 20 0 ふるまい

計 86 そ の 他 計 97 11 そ の 他
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１回目の作業分析により把握した課題について
スタッフにフィードバックし研修した結果、２回目
の分析では点数が上がり改善が見られた。



清掃作業分析の実施④（分析結果）
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0 1 2 3 4 5 6

掃除機掛け：掛け漏れ
掃除機掛け：同じ所を掛けている
掃除機掛け：いすをそろえない
テーブル拭き：拭き漏れ・側面
テーブル拭き：拭き漏れ・表面

テーブル拭き：同じ所を拭いている
テーブル拭き：拭き始める場所が手順書と異なる

安全：ドアノブを最後までつかんでいない
安全：ドアから出る際の左右確認の不十分

安全：お客さまとすれ違う際立ち止まっていない

■１回目・人数 ■２回目・人数

更に分析したところ、掃除機掛けの範囲に視点が定まっていないことがわかった
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ＬＥＤライトの導入07

12

ヘッドの前面が照らされることで
小さなホコリがみやすくなり、掛け漏れが減少
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作業分析から清掃検定へ➀08

13

作業分析の実施により、改善事項や良好事例を共有し、できないことを指摘するのでは

なく良い行動に自発的に気付き実践することができた。

この効果を取り入れ、個々のスタッフが目指すべき目標を見える化・達成することによる

モチベーション向上につなげていくために「清掃検定制度」を作り、２０２２年度下期には

トライアルとして実施した。

清掃検定の様子 良好事例の共有
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作業者名 スタッフA 勤 続 障害区分

項目 使用機材 面積 条件 評価項目 評点

評点 作業時間・手の動かし回数 比較

上半期 下半期

比較 上半期 下半期 作業時間
手の動か
し回数

点 開始時間 終了時間 作業時間
手の動か
し回数

開始時
間

終了時間 作業時間
手の動か
し回数

時間 ％ 回数

清掃品質
（50点）

1
掃除機掛け
（5点）

ハンディ掃除機 2㎡（タイルカーペット8枚分）

パンチ×2
シュレッダー×2
ホッチキス針×1
輪ゴム×1
グリップ小×1

目標時間30秒以内で作業を完了しているか（27.3） 2 2 -2

00:00.00 00:27.38 00:27.38 12 
00:00.0

0
00:00.00 -00:27.38 100% -12 

掛け漏れがないか 1 1 -1

全てのゴミを取っているか 1 1 -1

輪ゴム・クリップを手で取っているか 1 1 -1

2
掃除機掛け（有人）
（10点）

ハンディ掃除機 6㎡（タイルカーペット12枚）

お客さまに移動してもらう
机×1
いす×1
白い糸くず×1

目標時間45秒以内で作業を完了しているか（40.3） 2 2 -2

00:00.00 00:40.36 00:40.36 14 
00:00.0

0
00:00.00 -00:40.36 100% -14 

掛け漏れがないか 2 1 -1

見づらい机の下の奥にある白い糸くずを取れているか 3 3 -3

掃除機を机・椅子にぶつけていないか 2 2 -2

いすをまっすぐに戻しているか 1 1 -1

3
テーブルふき
（5点）

ぞうきん
薬剤

0.25㎡（テーブル1台分）

目標時間22秒以内で作業を完了しているか（27.3） 2 1 -1

00:00.00 00:27.32 00:27.32 13 
00:00.0

0
00:00.00 -00:27.32 100% -13 ふき漏れがないか 2 2 -2

側面のふき漏れがないか 1 1 -1

4
除菌（有人）
（15点）

ぞうきん
薬剤

0.77㎡（机）

お客さまに移動してもらう
机×1、いす×1
パソコン×1、マウス×1
携帯×1
バインダー×1

目標時間56秒以内で作業を完了しているか（60.1） 2 1 -1

00:00.00 01:00.18 01:00.18 23 
00:00.0

0
00:00.00 -01:00.18 100% -23 

ふき漏れがないか 2 2 -2

側面のふき漏れがないか 1 1 -1

２種類のぞうきんを使い分けができているか 2 2 -2

薬剤スプレーをお客さまに向かってやっていないか（ス
プレーの扱いが適切か）

2 2 -2

薬剤の量が多く机等がびしょびしょになっていないか 2 2 -2

除菌の手袋でいすに掛かっているお客さまのスーツを
触っていないか

3 3 -3

いすをまっすぐに戻しているか 1 1 -1

5
シミ拭き
（15点）

ぞうきん
ブラシ
スチームクリーナー
ドライヤー
薬剤

タイルカーペット コーヒーシミ×1

目標時間60秒以内で作業を完了しているか（68.3） 2 1 -1

00:00.00 01:08.34 01:08.34 138 
00:00.0

0
00:00.00 -01:08.34 100% -138 

ブラシの扱いが適切か 3 3 -3

スプレーの扱いが適切か 2 2 -2

コーヒーのシミが目立たないようになっているか 8 8 -8

計 50 46 0 -46 03:43.58 200 00:00.00 0 -03:43.58 100% -200 

安 全
（30点）

1 移動 ハンディ掃除機
執務室のドアを開けて退出
ドアの外側にお客さまがいる
退出後、通路でお客さまが前方から歩いてくる

ドアの内外には常に人がいるとの前提に立ってドアの開
閉をゆっくり行っているか

10 10 -10

お客さまの歩行を優先し、通路の脇に寄っているか 4 4 -4

2 移動 カート
ドアを開けてカートを外側に出す
ドアの外側にはお客さまがいる
退出後、通路でお客さまが前方から歩いてくる

ドアの内外には常に人がいるとの前提に立ってドアの開
閉をゆっくり行っているか

10 10 -10

ドアにカートをぶつけていないか 2 2 -2

お客さまの歩行を優先し、通路の脇にカートを寄せてい
るか

4 4 -4

計 30 30 0 -30

ふるまい
（20点）

1
掃除機掛け
（8点）

ハンディ掃除機 6㎡（タイルカーペット12枚）

お客さまに移動してもらう
掃除機掛け中にお客さまが電話に出る
テーブル×1、いす×1、パンチ×1
白い糸くず×1

「掃除機を掛けてもよろしいでしょうか」、「ありがと
うございました」の声掛けを適度な音量で行っているか

8 8 -8

お客さまが電話中に掃除機のスイッチを切っているか 2 2 -2

2
除菌・有人
（8点）

ぞうきん、薬剤 6㎡（タイルカーペット12枚）

お客さまに移動してもらう
テーブル×1、いす×1、パソコン×1
携帯×1、卓上カレンダー×1
バインダー×1

「除菌してもよろしいでしょうか」、「ありがとうござ
いました」の声掛けを適度な音量で行っているか

8 8 -8

3
移動
（1点）

ハンディ掃除機 通路でお客さまが前方から歩いてくる
お客さまとすれ違う際に「お疲れさまです」の声掛けを
適度な音量で行っているか

1 1 -1

4
移動
（1点）

カート 通路でお客さまが前方から歩いてくる
お客さまとすれ違う際に「お疲れさまです」の声掛けを
適度な音量で行っているか

1 1 -1

計 20 20 0 -20

合計 100 96 0 -96 96:03 200 0:00 0 -96:03 100% -200 
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作業者名 スタッフA 勤 続 障害区分

項目 使用機材 面積 条件 評価項目 評点

評点 作業時間・手の動かし回数 比較

上半期 下半期

比較 上半期 下半期 作業時間
手の動か
し回数

点 開始時間 終了時間 作業時間
手の動か
し回数

開始時
間

終了時間 作業時間
手の動か
し回数

時間 ％ 回数

清掃品質
（50点）

1
掃除機掛け
（5点）

ハンディ掃除機 2㎡（タイルカーペット8枚分）

パンチ×2
シュレッダー×2
ホッチキス針×1
輪ゴム×1
グリップ小×1

目標時間30秒以内で作業を完了しているか（27.3） 2 2 -2

00:00.00 00:27.38 00:27.38 12 
00:00.0

0
00:00.00 -00:27.38 100% -12 

掛け漏れがないか 1 1 -1

全てのゴミを取っているか 1 1 -1

輪ゴム・クリップを手で取っているか 1 1 -1

2
掃除機掛け（有人）
（10点）

ハンディ掃除機 6㎡（タイルカーペット12枚）

お客さまに移動してもらう
机×1
いす×1
白い糸くず×1

目標時間45秒以内で作業を完了しているか（40.3） 2 2 -2

00:00.00 00:40.36 00:40.36 14 
00:00.0

0
00:00.00 -00:40.36 100% -14 

掛け漏れがないか 2 1 -1

見づらい机の下の奥にある白い糸くずを取れているか 3 3 -3

掃除機を机・椅子にぶつけていないか 2 2 -2

いすをまっすぐに戻しているか 1 1 -1

3
テーブルふき
（5点）

ぞうきん
薬剤

0.25㎡（テーブル1台分）

目標時間22秒以内で作業を完了しているか（27.3） 2 1 -1

00:00.00 00:27.32 00:27.32 13 
00:00.0

0
00:00.00 -00:27.32 100% -13 ふき漏れがないか 2 2 -2

側面のふき漏れがないか 1 1 -1

4
除菌（有人）
（15点）

ぞうきん
薬剤

0.77㎡（机）

お客さまに移動してもらう
机×1、いす×1
パソコン×1、マウス×1
携帯×1
バインダー×1

目標時間56秒以内で作業を完了しているか（60.1） 2 1 -1

00:00.00 01:00.18 01:00.18 23 
00:00.0

0
00:00.00 -01:00.18 100% -23 

ふき漏れがないか 2 2 -2

側面のふき漏れがないか 1 1 -1

２種類のぞうきんを使い分けができているか 2 2 -2

薬剤スプレーをお客さまに向かってやっていないか（ス
プレーの扱いが適切か）

2 2 -2

薬剤の量が多く机等がびしょびしょになっていないか 2 2 -2

除菌の手袋でいすに掛かっているお客さまのスーツを
触っていないか

3 3 -3

いすをまっすぐに戻しているか 1 1 -1

5
シミ拭き
（15点）

ぞうきん
ブラシ
スチームクリーナー
ドライヤー
薬剤

タイルカーペット コーヒーシミ×1

目標時間60秒以内で作業を完了しているか（68.3） 2 1 -1

00:00.00 01:08.34 01:08.34 138 
00:00.0

0
00:00.00 -01:08.34 100% -138 

ブラシの扱いが適切か 3 3 -3

スプレーの扱いが適切か 2 2 -2

コーヒーのシミが目立たないようになっているか 8 8 -8

計 50 46 0 -46 03:43.58 200 00:00.00 0 -03:43.58 100% -200 

安 全
（30点）

1 移動 ハンディ掃除機
執務室のドアを開けて退出
ドアの外側にお客さまがいる
退出後、通路でお客さまが前方から歩いてくる

ドアの内外には常に人がいるとの前提に立ってドアの開
閉をゆっくり行っているか

10 10 -10

お客さまの歩行を優先し、通路の脇に寄っているか 4 4 -4

2 移動 カート
ドアを開けてカートを外側に出す
ドアの外側にはお客さまがいる
退出後、通路でお客さまが前方から歩いてくる

ドアの内外には常に人がいるとの前提に立ってドアの開
閉をゆっくり行っているか

10 10 -10

ドアにカートをぶつけていないか 2 2 -2

お客さまの歩行を優先し、通路の脇にカートを寄せてい
るか

4 4 -4

計 30 30 0 -30

ふるまい
（20点）

1
掃除機掛け
（8点）

ハンディ掃除機 6㎡（タイルカーペット12枚）

お客さまに移動してもらう
掃除機掛け中にお客さまが電話に出る
テーブル×1、いす×1、パンチ×1
白い糸くず×1

「掃除機を掛けてもよろしいでしょうか」、「ありがと
うございました」の声掛けを適度な音量で行っているか

8 8 -8

お客さまが電話中に掃除機のスイッチを切っているか 2 2 -2

2
除菌・有人
（8点）

ぞうきん、薬剤 6㎡（タイルカーペット12枚）

お客さまに移動してもらう
テーブル×1、いす×1、パソコン×1
携帯×1、卓上カレンダー×1
バインダー×1

「除菌してもよろしいでしょうか」、「ありがとうござ
いました」の声掛けを適度な音量で行っているか

8 8 -8

3
移動
（1点）

ハンディ掃除機 通路でお客さまが前方から歩いてくる
お客さまとすれ違う際に「お疲れさまです」の声掛けを
適度な音量で行っているか

1 1 -1

4
移動
（1点）

カート 通路でお客さまが前方から歩いてくる
お客さまとすれ違う際に「お疲れさまです」の声掛けを
適度な音量で行っているか

1 1 -1

計 20 20 0 -20

合計 100 96 0 -96 96:03 200 0:00 0 -96:03 100% -200 

清掃検定の項目は作業分析と同様とし、更に評価内容を
深掘りしスタッフにとってわかりやすい内容とした
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上半期の清掃検定結果の概要

清掃品質面（50点満点）では、掃除機掛けで壁側・椅子の下、後方の掛け漏れが７名・77％、同じ所を掛けていたが１名・11％、椅
子を戻していないが２名・22％。テーブル拭きではテーブルの拭き漏れ（表面・側面）が３名・33％、同じ所を拭いているが２名・
22％、拭き始める場所が手順書と異なるが３名・22％。
安全面（30点満点）では、ドアノブを最後までつかんでいないが１名・11％、ドアから出る際の左右確認の不十分が３名・33％。
ふるまい（20点満点）では、お客様とすれ違う際に立ち止まっていないが3名・33％。

清掃品質のシミ拭きでは、ブラシで擦る際の回数が少なくて良いようカーペットに押し付けるように擦っていた。
清掃品質の掃除機掛けでは掃除を掛け終えた際にゴミが無いかを指差し確認していた。

自分の動画を確認し改善事項の修正をしていく。
良好事例を取り入れていく。

良好事例

  

【２０２３年度上半期の清掃検定結果】

・清掃業務を担当しているスタッフ９名を対象

・最高評点９６点、最低評点７１点、平均評点８５．３点

・傾向として掃除機掛けでの掛け漏れ（壁側、椅子の下、後方）が７７％と多かった



清掃検定後のフィードバック概要➀
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【フィードバックの方法】
➀検定時の評点を個別に開示
➁全体説明では理解が難しいスタッフへの配慮、課題について本人と共有するなど
細やかに対応すべく動画を用いて個別にアドバイス
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11

Ａさん

Ｂさん

評点が上がると嬉しい
普段の業務にも活かしたい

動画で自分の動きを見ることが出来たので
改善点がわかりやすい
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清掃検定後のスタッフの声➁
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11

Ｃさん

Ｄさん

手順を自分の特性に合わせてもらえて
やりやすくなった

清掃検定でスキルが上がり、更にお客様に
褒められてモチベーションが上がった
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清掃検定を実施しわかったこと（一例）12

20

作業手順にスタッフを合わせるのではなく、スタッフに作業手順を合わせることで
作業がやりやすくなり、結果としてモチベーションが向上することがわかった

一例として掃除機の掛け幅の標準をタイルカーペット２枚分としていたが、腕の長さに個人差が
あることから掛け幅を３～４枚にする等スタッフに合わせた

モチベーションの向上だけではなく、「作業効率」や「業務品質」の維持・向上にも
繋がるといったメリットが生まれた

更に１回目の動画を見ながら改善点に気付き、２回目には自発的に改善する
スタッフも出てきた
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今後の課題・展望13

21

上半期・下半期の年２回清掃検定を実施し清掃品質の確認及び業績評価へと反映

評点によりグレードを設定し、一定の水準を達成しているスタッフには
「清掃マイスター」として今まで指導員が行っていた実習生への実演や説明を担当

スキルアップによる更なるモチベーション向上

「自信」「誇り」「使命感」といった価値を生み出し高める

雇用定着に繋がることを期待している
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